
.0

04020200 安全・快適な幹線道路網の整備
幸

子どもが安全に通学できると感じる人の割合
4

47 48 49 50 51 -
福 ％ 46.3

- - - - - 0.0

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成27年02月12日 1頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０２ 計画的な道路整備と維持管理

道路課長  太田　城人

安心で快適な暮らしを支える重要な生活基盤である道路について、将来の少子高齢化や施設の老朽化による補修・更新需要

の増加を見据えて、安全で快適に利用できる道路網の整備と老朽施設の補修・更新を含めた維持管理を計画的に実施し、よ

り安全で安心な道路環境の整備を目指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 滝沢市に愛着がある市民の割合

1 ら 75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

し - - - - - 0.0

幸 子どもが安全に通学できると感じる人の割合

2 47 48 49 50 51 -
％ 46.3

福 - - - - - 0.0

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

04020100 より安全で安心な道路環境の整備
暮

滝沢市に愛着がある市民の割合
1 ら

75 75.7 76.4 77 77.7 -
し ％ 74.2

- - - - - 0.0

04020100 より安全で安心な道路環境の整備
幸

子どもが安全に通学できると感じる人の割合
2

47 48 49 50 51 -
福 ％ 46.3

- - - - - 0.0

04020200 安全・快適な幹線道路網の整備
暮

交通事故発生件数
3 ら

107 106 105 104 101 -
し 108

- - - - - 0
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様式Ｂ 最終更新日：平成27年02月12日 2頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０２ 計画的な道路整備と維持管理

道路課長  太田　城人

道路改良事業、歩道整備事業、市道改修事業等により、安全で安心な市道環境の整備を進めてきましたが、依然として道路
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政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成27年02月12日 3頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０２ 計画的な道路整備と維持管理

道路課長  太田　城人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

04020100  より安全で安心な道路環境の整備
1

282,005 343,246 △17.8 308,810 296,810 296,810 1,184,435

04020200  安全・快適な幹線道路網の整備
2

584,049 529,286 10.3 586,424 433,288 592,739 2,196,500


